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総 合 理 学 研 究 所 共 同 研 究 報 告 書(1996年 度)

1)テ ー マ:高 機 能 物 質 の 分 子 設 計 と 合 成

2)研 究 メ ン バ ー:松 本 正 勝(理 学 部 教 授)(代 表 者)

鈴 木 弘(理 学 部 教 授)

野 宮 健 司(理 学 部 教 授)

山 口 和 夫(理 学 部 教 授)

3)研 究 期 間:平 成8年4月1日 か ら 平 成9年3月31日 ま で

4)研 究 項 目:1)抗 菌 活 性 物 質 の 創 出 に 力 点 を 置 い た 遷 移 金 属 錯 体 の 設

計 と 合 成

2)選 択 的 ア ル カ リ 金 属 イ オ ン 輸 送 能 を 有 す る イ オ ノ フ ォ ア の 設 計

と 合 成

3)DNAプ ロ ー ブ へ の 展 開 を 意 識 し た 化 学 発 光 物 質 の 設 計 と 合 成

4)研 究 成 果 の 概 要:

4-1)抗 菌 活 性 物 質 の 創 出 に 力 点 を 置 い た 遷 移 金 属 錯 体 の 設 計 と 合 成

Aneutral,Ag(1)-Nbondingcompound,polymericsilver(1)-imidazolate[Ag(imd)]n(1)

consistingofAg+:imd-=1:1(Himd=imidazole,C3H4N2),showedwidespectra.in

effectiveantimicrobialactivitiesagainstbacteria,yeastandmold.Ofparticularnotearethe

activitiesagainstawiderangeofmold.Thisnonmolecularorpolymericsoliddoesnot

crystallizeandissparinglysolubleinallsolvents.Themonomeric,cationic,water-soluble

Ag(1)-Nbondingcomplex,[Ag(Himd)2](NO3)(2),hasalsoshownwidespectra.of

effectiveantimicrobialactivities.Theseactivitiesobservedhereweresignificantly

differentfromthoseoftherecentlypreparedoligomericAg(1)-Sbondingcomplexes;the

latterhaveshownnarrowspectra.ItisproposedthattheAg(1)-Nbondingisoneofthe

keyfactorsshowingthewidespectraofantimicrobialactivitiesandthepotentialtargets

forinhibitionofbacteriaandyeastbytheseAg(1)complexesareproteins,butnotnucleic

acids.Thephysico-chemicalpropertiesof(1),incomparisonwiththoseof(2),with

variousmeasurements(FT-IR,LaserRamanscatteringspectroscopy,ESCAandsolid

13CCP -MASNMRspectroscopies)aredescribed.

<論 文>

K.Nomiya,K.Tsuda,T.Sudoh,andM.Oda,J.lnorg.Biochem.,1997,inpress.

4-2)選 択 的 アル カ リ金 属 イ オ ン輸 送 能 を有 す るイオ ノフォアの設計 と合成

すでに、カルボン酸型合成イオノホア1の アル カ リ金属塩 の結晶 中での分子構造

と溶液中でのコンポメーションを明らかにしている。本研究では、1の8つ のエーテ

ル酸素の1つ をチオエーテル に した もの、1の フェニ レン基の一 つにメチル基を導入

したものを合成 し、 これ らのイオン輸送能、アルカ リ金属塩のコンポメーションにつ

した2は 、液膜 を介 したNa+とKの 輸送 にお いて、1よ りさ らに高 いκ 選 択性 を示

した。 また、1HNMRス ペ ク トル か ら2の カ リウム塩 は1の カ リウム塩 と非常 に類似
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したコンボメーションをとっていることが明 らかとなった。これは、カ リウムイオ ン

に適合 した空孔 を作 るコンホメーションがメチル基の導入により安定化されたためと

考え られ る。現在そのカリウム塩の単結晶構造解析 について検討中である。

◎ £rR〔ROO7000「OH
COOH

1;R=H,2;R=Me

<論 文>

N.C.Kasuga,K.Onoue,Y.Osawa,S.Nakahama,Y.Ohashi,K.Yamaguchi,

Bull.Chem.Soc.Jpn.tobesubmitted.

<口 頭 発 表>

1.山 口和 夫 、 力 石 紀 子 、 中原 邦 彦 、 須 藤 大 策 、 大 崎 隆 伸 、 高 橋 大 介 、 新 倉 順 治 、

第45回 高 分 子 討 論 会1KO4(1996)

2.力 石 紀 子 、 中原 邦 彦 、 須 藤 大 策 、 大 崎 隆 伸 、 山 口和 夫 、

第11回 生 体機 能 関 連 化 学 シ ンポ ジ ウ ム(1996)

3.力 石 紀 子 、 高 橋 大 介 、 新 倉 順 治 、 山 口和 夫、 第71秋 季 年 会2TO2(1996)

5-3)1)NAプ ロ ー ブ へ の 展 開 を 意 識 し た 化 学 発 光 物 質 の 設 計 と合 成

CIEEL一 活 性 な ジオ キ セ タ ン類 には 非 水 溶 媒 系 で 生 物 発 光 に 匹敵 す る効 率 で発 光 す

る もの が あ り、EIAな ど生 体 内 微 量 成 分 の 高 感 度 分 析 系 へ の展 開 が期 待 で き、 一 部 実 用

化 され つ つ あ る 。 しか し最 大 の 問題 点 は 非 水 溶 媒 系 に比 べ 、 水 溶 媒 系 で の 発 光 量 子 収 率

が 数 万 分 の1に 低 下 す る こ と に あ った 。 こ の原 因 は 主 に ジオ キ セ タ ンの 分 解 に よ り生成

す る励 起 種 が 水 との双 極 子 一 双極 子 相 互 作 用 や水 素 結 合 に よ り失 活 す る た めで あ る と考

え られ て い る。 本 研 究 にお い て は、 ジオ キ セ タ ン に直 結 した 蛍 光 性 電子 供 与 体 で あ る芳

香 環 に ア シ ル 基 を導 入 す る こ とに よ り、 上 記 問題 点 が解 消 さ れ うる こ とを見 い 出 した 。

ま た、 蛍 光性 電 子 供 与体 を 工 夫 す る こ とに よ り、 発 光 の 波 長 分 離 が 可能 に な っ た 。 これ

らの 結 果 は マ ル チ チ ャ ンネ ル 分 析 系へ の 道 を拓 くもの と期 待 され る 。

<論 文>

1.M.Matsumoto,N.Arai,andN.Watanabe,TetrahedronLett.,1996,37,8535-

8538.

2.M.Matsumoto,N.Watanabe,H.Kobayashi,M.Azami,andH.lkawa,Tetrahedron

Lett.,1997,38,411-414.
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C-7・

教育 ・研究 におけるイ ンターネ ッ ト利用の研究

研究者 理学部情報科学科 小国力 川東健

図書館 情報大学 長谷川秀彦

研究期 間1996年4月 か ら1997年3月 まで

イ ンターネ ッ ト利用は本 学で はようや く立 ち上がった ところで、イ ンターネ ットのため の技術はハー

ドウェアにつ いて も発展 途上にあ り、そ の利用分野な らびに利用形態は流動的である。本研究では、

(1)利 用分野 として教育ネ ッ トワーク

(2)利 用形態 としてオ ンデマン ド ・マルチ メデ ィアシステム

を取 り上げ、実験 を試みた。

1.教 育ネ ッ トワーク

教育ネ ッ トワー クには、仮想 図書館や仮想博物館 といった、大量の情報 を取 り出す大仕掛の もりも

あるが、本研究で は費用や研究者 の作業量も考慮 し、次のような項 目を情報科学科のイーサネ ッ ト上

で実験 した。

1.1学 生 の コ ンピ ュー タ実 習 の報 告 書 の電 子 メー ル 化

これ は ご く単 純 な利 用 例 で あ るが 、セ ミナー の学 生 の 実 習結 果 を記 載 した 報 告 書 を電 子 メー ル化 し

た 。 電 子 メー ルで 送 られ る報 告書 フ ァイ ル は 、文 、 プ ログ ラム 、画 像 の混 ざ った 形 で 、LaTeXを 利 用 し

て 作 成 させ た 。 これ によ り、 学 生 の コ ン ピュー タ ・リテ ラ シの能 力 も著 し く向上 させ る ことが で き た。

1.2共 有 プログラムライ ブラリの作成 と利用

教員な らび に学 生が作成 したプログラムの うち、優秀なプログラム を学生の レベル(一 般学 生、ゼ ミ

の学生な ど)に 応 じて 自由に利用で きるようにした。 これ を発展 させれ ば、学外へのプログラムライ ブ

ラ リの公開 も可能 とな る。

1.3MATLABに よ る グ ラ フ ィ ッ クス 出 力例 の ホ ー ムペ ー ジ化

仮 想 図書 館 な どの概 念 をつ か む た め、 米 国製 工学 ソ フ トウ ェ アMATLABを 使 って作 成 した 各種 の 画 像

を ホー ムペ ー ジ化 し、イ ンタ ー ネ ッ ト上 の ど こか らで も見 れ る よ うに した 。 この経 験 に基 づ いて仮 想

教 育 ネ ッ トワー ク の初 歩 的 な 理解 を得 る こ とが で きた 。

2.オ ンデマ ン ド ・マルチメデ ィアシステム

現在 インターネ ッ ト上で利用され ているデータは文章が主体 で、やや画像デー タが使 われ だ した段

階にある。 しか し、われわれが必要 とするデータは、音声 を含 む多様なマルチメデ ィア対応 のデータ

でなけれ ばな らない。

オンデマン ド ・マルチ メデ ィアシステムの一例 として、オ ンデマ ン ド ・オーディオ システムをイ ン

ターネ ッ トまたはイ ン トラネ ッ ト上で構築 し、遠 隔地での聴講や 音声教材 を用いた 自習への応用の可

能性 を調査 した。

2.1使 用 シス テ ム
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使 用 した シ ステ ム は、 米 国ProgressiveNetworks社 製 のRealAudioシ ス テ ム で あ る。 この シス テ ム は、

音 声 デ ー タ の圧 縮 に も とつ くス トリー ミ ング ・オー デ ィ オ に よ る技 術 を取 り入 れ た もの で 、現 在 全 世

界 で イ ンター ネ ッ ト放 送 な どに広 く用 い られ て い る。 この方 式 を用 い る と、 音 声 デ ー タは 数 分 の一 か

ら数 十 分 の 一 まで に圧 縮 され る。

2.2実 験 と課 題

物 理 学 実験 室 サ ブネ ッ トに 設置 され たSUN4/IPCにRealAudioサ ー バ を導入 し、 実験 ホ ー ム ペ ー ジ上

にRealAudio用 に圧縮 され た音 声 デ ー タへ の リ ンク を設 け、 学 外 か らのア クセ ス状 況 を調査 した 。 本年

1月 と2月 の2ヶ 月で 、 ホー ムペ ー ジ ア クセ ス 数1063件 に対 し、 音 声 デー タア クセ ス は228件 で 、 約20%

の利 用 状 況 で あ っ た。

実験 で は 、1日 あ た り4件 程 度 のデ ー タ で あ っ た ので 同 時 ア クセ ス の 可 能性 は低 い 。 しか し、 教育 に

使 用 す る場 合 は、 数 人 か ら数 十 人 の 同時 ア クセ スが 発 生す る ので 、 これ に対 応 した サー バ マ シ ンとネ

ッ トワー ク が必 要 とな ろ う。

今 後 は 、 この面 で の研 究 をす す め る予定 で あ る。
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